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 皆さんこんにちは。 

ご案内の通り、新井会長が

ドイツハンブルグ国際大会

に出席されておりますの

で、会長代理としてご挨拶

をさせていただきます。 

先週の火曜日に開催され

ました「クラブ RLI 並びに新人研修」では 12 名

のご参加を頂き大変ありがとうございました。ク

ラブ RLI では田口研修リーダー、小沢会員研修委

員長、新人研修では荒井先生に卓話を頂きました。

大変お疲れ様でした。また土曜日の埼玉栄高校の

定期演奏会では40名近い方に鑑賞を頂きました。

重ねて会員の皆様のご協力に感謝を申し上げま

す。 

本日の例会主題でございます。ロータリーの友

の解説、川井公共イメージ向上委員長、宜しくお

願い致します。 

また 3名の方のイニシエーションスピーチがご

用意されております。スピーカーの皆様、思いの

たけをお話し下さい。重ねて 6 月誕生月の皆さん

お誕生日おめでとうございます。 

本年度も残すところ 1ヵ月を切りましたが最後

までご協力を頂きますよう宜しくお願い致しま

す。 

 

 

 

＜本日のリーダー＞  

会員研修委員会 委員長   小沢 孝 会員 

 

 

米山記念奨学生   ディルバ･サレマンさん 
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新藤 栄介 会員 

 

 

 

●6 月に入りました。新井清太年度も通常例会が

3 回、最終夜間例会の 4 回の例会を残すのみと

なりました。 

●本日は 3名のイニシエーションスピーチ、来週

10 日は元埼玉栄高校体操部監督の堀出一夫様

の外部卓話、そして 17 日はクラブ協議会年度

総括となります。 

●各委員長様には年度総括発表のお願いを配布

させていただきました。 

●ガバナー月信最終号をボックスインしており

ます。9ページ RYLA屋久島研修会の写真に島村

まり子会員、10 ページ 2019 年度米山記念奨学

生入学式の写真にディルバさん、16ページ青少

年交換部門の大凧上げ祭りの写真にゾイちゃ

んの写真が掲載されています。 

●6月のロータリーレートは 1＄110円、先月より

2円下がりました。 

●次週 10 日の例会前に次年度理事役員予定者会

議がございます。該当会員の皆様は 11 時にお

集まりください。 

副会長 染谷 義一 

 

ロータリーの目的・４つのテスト 

幹 事 報 告 

副 会 長 あ い さ つ お 客 様 紹 介 



 

 

 

 
 
米山記念奨学生 
ディルバ･サレマンさん 

 
 
 

みなさん、こんにちは。いつもパレスホテルに
来て、みなさんと一緒で本当に良かったです。 
これから毎週月曜日の例会に来ます。ここで日本
語でスピーチをすれば、私の日本語の勉強になる
と思います。みなさんありがとうございます。 
これからもよろしくお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【プレゼンテーター  廿野幸一 会員】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

風岡淳一(11日)、川井理砂子(14日)、小林又二郎

(20 日)、池田進(21日)、廿野幸一(21日)、 

石川博康(22 日)、浅間重行(24 日)、島村まり子

(25 日) 各会員 

お誕生日、おめでとうございます！ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
公共イメージ向上委員会 
委員長  川井 理砂子 会員 
 
 
 

【横組】 

P.3 RI会長メッセージ 

バリーラシン会長のあいさつ文もいよいよ今号

が最後となります。文中では、今期会長が出会っ

た様々なロータリー活動を振り返り、「私たちが

奉仕する地域社会で暮らす人たちにとってのロ

ータリー、そしてロータリアン自身にとってのロ

ータリーの意味を理解すると、ロータリーの存在、

その活動に対する愛着、賞賛の念が深まります。」

「エスターと私は、ナッソーの自宅に戻る時が近

づいてきました。～ロータリーの限りない可能性

と、水平線の向こうで私たちを待っている、素晴

らしい未来に思いをはせることでしょう。その未

来へ向かって、一緒に航海をしていきましょう」

と結んでいます。水平線の向こうに広がっている

のは、明るい未来なのか、暗い未来なのか？明る

い未来であることを願わずにはいられません。 

P.8 広報のいろは 

私自身、入会した頃はロータリークラブについて

広報の必要性はないのではないかと思っていま

した。しかし、地域に根差した奉仕活動を行って

いくためには、その活動の認知度を上げ、市民の

一定の理解を得ることは必須です。今号は、ロー

タリーの広報について特集記事となっています。

まず、８ページ。広報のキーワード（PESO）、ロー

タリーの広報活動と、広告との違いが整理されて

います。９ページ、広報を行う上で気を付けるべ

きこと。「素人の手作りなんだから」との言い訳は

禁物であり、単年度制であることから「やりっぱ

なし」になってはいけないという耳の痛い指摘が

あります。P１１ページより、ポスター、のぼり、

うちわ、ステッカー、配布物、風船。中には子供

時代のヒーロー、ジャッキチェーンを登用したチ

ラシも紹介されています。 

ここで、わがクラブの対外広報の状況をふりかえ

ってみます。①てっぱく事業の際、ポスター、横

断幕は目にします。②女子部会の清掃活動におい

ては、のぼりを持参しています。③各行事の際に

は蛍光色のベストも着用していただいています。

④実は、そのほかに、SNS での発信も行っていま

す。もっとも、せいぜいが１００～２００人への

リーチ、２～３０いいねの獲得にとどまっており

誕生日祝い 6 月生まれ 

ロータリーの友の解説 米山記念奨学生 奨学金支給 



 

ます。この機会に、わがクラブの広報についても

考えていく機会になればと感じました。 

【縦組】 

P.6 横浜 FC会長 奥寺康彦さんの記事です。言

葉が通じない海外チームで四苦八苦するなか、あ

る監督との出会いから、「お前、何しにここに来た

んだ。」「プロとしてプレーをしているか？」「もっ

と自分を出せ。お前が持っているもん、すべてを

出せ」とのアドバイスを受け、「自分という個」を

確立させていったという体験談が語られていま

す。 

P.66 長泉ロータリークラブ訪問記  

米山梅吉の故郷であり、ロータリークラブの聖地

であるかの町が、「奇跡の自治体」を自負する理由

とは？ぜひご一読ください。 

P.58 無戸籍問題について 

石垣 RC で行われた那覇地方法務局支局長補佐松

崎真理子さんの卓話が掲載されています。現代日

本にも無戸籍のまま成人した人というのが最低

２０００人はいるといわれており社会問題とな

っています。無戸籍となる原因の一つに DV によ

る別居があります。次年度、大宮西ロータリーク

ラブで支援を予定しているカルテットにも DV 家

庭で育った子供たちがいると聞いています。一つ

の情報としてぜひご一読いただければと思いま

す。 

今年度最後の「ロータリーの友」となりました。

一年間ご清聴ありがとうございました。大宮西

RC：Facebook ページもぜひご覧ください。「いい

ね！」もお待ちしております。 

 

Facebook 投稿の状況 

 
２０１８－２０１９ 

Facebook 投稿の状況 
リーチ いいね 

10月 

ピングリボン運動 

元おニャン子クラブ 

生稲晃子さん講演 

３２４ ３０ 

５月 
親睦旅行 

米山梅吉記念館訪問記 
２８８ ２６ 

３月 

「てっぱく」事業 

リニューアル後の 

鉄道博物館 

１４７ ２３ 

８月 
竹内雅人副幹事 卓話 

痛快！「捕り物帳」 
１３８ ２２ 

９月 

女子部会清掃活動 

テレビ東京の取材受ける 

（ロッチ中岡） 

１１１ ２７ 

１月 
新年例会 

例会場に祭壇現る 
９６ ３０ 

 

 

 

 

小熊 一 会員 

 

会社の業務内容をパワーポ

イントで説明して下さいまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イニシエーションスピーチ 



 

 

関根 正也 会員 

 

 

 

本日は、イニシエーション・

スピーチの機会を頂き、あり

がとうございます。早いもので、平成２９年７月

に入会させて頂き、間もなく２年になります。 

公共イメージ委員、一筋で頑張っております。 

入会の切っ掛けは縁あって、三光ソフラン・ホー

ルディングス、高橋誠一様のご推薦を頂き、弊社

の前任専務の吉田が入会させて頂き、退任後引継

ぐ形で、私が入会させて頂きました。 

まず、私自身について紹介させて頂きます。出

身は川越市です。２５歳で結婚するまで川越市に

住んでおりました。川越も当時とはずいぶん変わ

って、埼玉県で一番の観光地となり、今ではイン

バウンドの外国の方も沢山、観光に来られていま

す。３月に彼岸で墓参りに行きましたが、菩提寺

が蔵造りの街並みの中にある為、ごく普通のお寺

にも関わらず、境内には観光客が沢山いらっしゃ

いました。更に半数は外国人観光客。欧米系と東

南アジア系の方が多かったように感じました。沢

山の観光客でにぎわいながら、残念なことに、市

内にはホテルが少なく、日帰りの観光客が多いた

め、弊社の商売には繋がってこないのが残念です。

埼玉県は、どこも同じ状況かもしれません。 

ところで、私の苗字「関根」姓ですが、実は埼

玉県は日本一「関根」姓が多い県と言う事、ご存

知ですか？「関根」姓は全国に 約１０万１００

０人 苗字の多い順で２１６位とかなり下位で

す。しかし、その内埼玉県には「関根」姓が約３

万７,１００人居るそうです。約３分の１は埼玉

県内に住んでいると言う事です。是非、全国に誇

れる「関根」姓を大事にして頂けるとありがたい

です。 

私は川越で生まれ、川越市内の小中、高校を卒

業し、大学を卒業後、県内企業（現在の会社）に

就職し、現在に至っております。ごく平凡な人生

かもしれません。しかし地元に就職したことで、

現在では高校、大学の同窓会運営のお手伝いさせ

て頂き、仕事とは別に、以外と忙しい週末を過ご

しております。また一昨年、還暦を機に、小、中、

高の同級生との飲み会の回数もグット増えて参

りました。童心に帰って、結構楽しい飲み会です。 

そして、現在勤務している会社、株式会社トヨタ

レンタリース埼玉に昭和５５年に入社しました。

入社３９年経ち、４０年目に突入致しました。 

人生の６割以上をこの会社で過ごしたことにな

ります。入社当時は、川越市に住んでおりました

が、結婚と同時に大宮の三橋４丁目、子供の成長

と共に上尾の東町へと転居し、今は、埼玉県で最

も新しい４０番目の市となりました「白岡市」と

言う田舎町に住んでおります。家族は妻、娘、息

子がおりますが、長女は結婚し、さいたま市中央

区に住んでおります。孫も二人おり、昨年のクリ

スマス例会、そして、先日の鉄博ナイトミュージ

アムでも参加させて頂きました。お世話になりま

した。息子も都内で一人暮らししておりますので、

今は、妻と二人だけになります。 

就職するまでは、まず荒川を越えて、大宮に来る

ことなどなく、上司に連れて行かれる、夜の南銀

も、西口のネオンの景色も、衝撃でありました。 

勤務しているトヨタレンタリース埼玉は、トヨ

タ自動車とのフランチャイズ契約の下、トヨタ車

のレンター、カーリースを中心に埼玉県内で営業

活動を行っております。実は大宮西ＲＣの多くの

会員の皆様に、ご利用頂いております。この場を

お借りして、お礼申し上げます。ありがとうござ

います。今後とも、よろしくお願い申し上げます。 

今は、沢山のお客様に恵まれご利用頂くようにな

りましたが、逆に、色々な競合他社が出てきてお

り、会員の中にも同業の方もいらっしゃいますが、

競争の激しい業界となっております。当時からは

想像が付かない状況です。しかし、自動車業界も

「１００年に一度の大変革期」と言われておりま

す。 約１００年前、１９０８年にＴ型フォード

が発売され、アメリカにいた１，５００万頭の馬

は、自動車に置き変わりました。その時と同じよ

うな…それ以上の変化が起きようとしている自

動車業界です。トヨタの中でも、どの様に変化す

るか想像が付かない部分が沢山あります。毎日の

ように、新聞に MaaS「Mobility as a Service（モ

ビリティー・アズ・ア・サービス）」や、CASE（ケ

ース）を呼ばれる、「コネクテッドのＣ、自動運転

のＡ、シェアリングのＳ、電動化のＥ」それぞれ

４つの用語の頭文字をあわせた技術変化など、も

のすごいスピードで変わってきています。今後、

この様な変化について行けなければ弊社も生き

残れるかわかりません。 

弊社は一昨年、創立５０周年を迎え、次の半世

紀に向けスタートしたばかりなので、何としても、

生き残らねばと思っています。 残らないと、大

宮西ＲＣからも退会することになってしまうの

で、生き残れるよう頑張って参りますので、今後

とも、どうぞ、よろしくお願い致します。 

 



 

 

櫻井 一光 会員 

 

 

 

皆様、こんにちは。一昨年の

９月に入会させて頂きました

櫻井一光でございます。こんなに大勢の前でお話

しをすることに慣れておりませんので、拙い話し

になるかと思いますが、しばらくお付き合い頂け

れば幸いです。 

それでは、まず、自己紹介をさせて頂きます。私

は、昭和３７年に浦和で生まれ、現在、大宮西ロ

ータリークラブと同じ、５６歳でございます。 

５６年間浦和で暮らしているため、あまり大きな

声では言えませんが、ずっと浦和レッズを応援し

ております。家族は、妻と、現在浪人中で予備校

に通う娘が一人おります。 

仕事は、氷川神社の参道の近く、大宮区宮町３

丁目に事務所があり、司法書士と土地家屋調査士

の業務を行っております。どちらもマイナーな資

格なので、何をやっているのかよくわからないと

いう方も多いと思いますので、簡単にご案内をさ

せていただきます。 

司法書士の方は、最近ではテレビやラジオのＣＭ

もあり、名前も多少浸透してきているのかなと思

いますが、土地家屋調査士の方は、ほとんど知ら

れていないようで、私の事務所にも「シロアリの

駆除をお願いしたいんですけど･･･」とか、東日本

大震災の後には「建物が耐震基準を充たしている

か調べて欲しい」というような電話がかかってき

たことがありました。本来の主要な業務としては、

どちらの資格も、登記所において行う土地や建物

の不動産の登記申請手続きを本人に代わり代理

すること、ということがメインになるかと思いま

す。そして、その不動産の登記手続きの中での両

者の違いは何かといいますと、司法書士は、不動

産の権利関係、すなわち、その不動産の所有者は

誰なのか、とか、抵当権などの担保はついている

のか、といったことを登記するのが仕事でござい

ます。 

一方、土地家屋調査士は、不動産の物理的な現

況、すなわち、その不動産はいったいどこにあっ

てどの位の広さの土地なのか、とか、何階建ての

どういう用途の建物なのか、といったことを登記

するのが仕事でございます。土地家屋調査士の仕

事は、測量など現場の作業も多く、きつい・汚い・

危険な「３Ｋ」の仕事でもありますが、最近では、

試験の受験者数が減少し、私の頃は５％くらいだ

った合格率も１０％近くになってきております

ので、狙い目ではないかと思います。お知り合い

の方で、何か国家資格を取りたいと考えている方

がいらっしゃれば、是非、お勧めいただければと

思います。 

それでは、最後に１つ、非常に個人的な話をさ

せて頂きます。私は、八王子の中央大学に通って

いた頃、クラスの友人１０人くらいと電車に乗っ

ていて、突然「なにボーっとしてんだよ～」と言

われたことがありました。 

その後も何度か同じようなことを言われるこ

とがあり、自分としては、ボーっとなんかしてい

なかったはずなのに「何でそんなことを言われた

んだろう？」と最初は不思議に思っておりました。 

しかし、ある時、ふと思い当たることがありまし

た。それは、「自分が思っている以上に、自分の耳

は聞こえていないのかも知れない」ということで

す。 

実は、私は生まれつき右の耳が、まったく聞こ

えません。左の耳は普通に聞こえますので、学校

の授業など普段の生活の中では、それほど不便に

感じることもなく、特に子供の頃は片方の耳が聞

こえないということを意識もせず、その聞こえ方

が普通なんだと思って生活をしていたと思いま

す。しかし、大人になるにつれて、実は聞こえて

いないことが多かったのかもしれないな、という

ことに気づかされました。特に、人混みが苦手で、

駅の構内など騒々しい所では、うまく聞き取れず、

何度も聞き返してしまったり、的外れな答えをし

てしまったりすることがあります。また、右側か

ら耳打ちされるように話しかけられたりすると、

気づかずに無視してしまうということにもなっ

てしまうようで、そんな時に、「なにボーっとして

んだよ～」と言われてしまうようです。そんな風

に「なにボーっとしてんだよ～」と突っ込んでく

れれば、まだよいのですが、もしかしたら、「無視

された」と勘違いをしたまま、不快な思いをさせ

てしまった方も今までたくさんいたのかも知れ

ないな、ということにも思い至り、申し訳なく思

っております。このロータリークラブでも、もし

かしたら、せっかく私に話しかけて下さったのに、

「返事をしなかった」とか「無視された」と不快

な思いをされた方が、いらっしゃるかもしれませ

ん。が、決して無視したわけではなく、このよう

な事情ですので何卒ご容赦いただければ、幸いで

ございます。こんな私ですので、今後もいろいろ

とご迷惑をお掛けするかも知れませんが、どうぞ

宜しくお願いいたします。ご清聴ありがとうござ

いました。 



 

 

 

 

 

今年度最後の、女子部早朝清掃を行いました。 

来年度も、毎月第１月曜日に行って参ります。 

心ある方のご参加をお待ちしております！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴミとの記念撮影。皆さん、お疲れ様でした！ 

 

＜次回清掃＞ 

7/1(月) 6:30～ 

新幹線改札出口 ロータリー時計前集合 

ご参加の方は軍手･ゴミ袋ご持参下さい。 

多くの方のご参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際大会ご出席の皆様、お疲れ様でした！ 

清掃活動実施報告 女子部会 ドイツ ハンブルグより 


